
令和５年度 事業報告  

 

自 令和５年４月 １日 

至 令和６年３月３１日 

 

我が国の経済は、景気は一部足踏みもみられるが、穏やかに回復しており、先行きについ

ては、雇用・所得環境が改善する中、各種施策の効果もあって、穏やかな回復が続くことが

期待されています。 

急激な少子高齢化が進行する中、身近な医療、年金、介護等の社会保障制度は大きな変革

期を迎え、将来にわたり持続可能な制度の構築などが求められており、高齢者等の活躍が期

待されています。 

センターを取り巻く環境では、令和５年１０月には適格請求書等保存方式（いわゆる「イ

ンボイス制度」）の導入により、新たな経費負担が増えることに対し、より一層の運営基盤

の整備、強化が求められています。  

さらに高年齢者等の雇用の安定等に関する法律が改正され、事業主が講ずる定年年齢の引

き上げや定年年齢の廃止、継続雇用制度などが努力義務になるなど、大きく変化しています。 

こうした中、会員拡大に向け関係機関と連携したスマホ教室（９回）、会員の演芸を披露

しＰＲを兼ねた市民の方々との交流事業としてふれあい広場事業（２回）及び、公式インス

タグラムを開設し幅広い年齢層へのアプローチなど、新たな情報源の発信方法を模索し取り

組んで参りました。また会員の就業面については請負や派遣業務の新規獲得や受注形態の切

り替え等を推進しましたが、受注した業務と高齢化による業務内容などのミスマッチが影響

している状況が続いており、令和５年度においては５９名の方が新たに入会されましたが、

ご本人の体調不良、加齢や大規模業務の受注終了により就業されていた会員など７６名退会

され、昨年度より１７名減少しました。 

会員拡大と併せセンターのＰＲ活動では新型コロナウイルスが第５類に移行したことを踏

まえ、コロナ前の事業を再始動しセンターの啓発活動を推進していくため、理事会を中心に

部会や委員会と連携して第２回目のシルバー人材センターまつりなどを開催して参りました。 

会員の皆様のご協力と発注者及び関係機関等のご支援に深く感謝申し上げ、ここに令和５

年度の事業計画に基づいた事業が終了しましたのでご報告申し上げます。 

 

 



１、基本方針 

（１）第３期事業推進５カ年計画の推進 

（２）会員の増強と退会抑制 

（３）適正就業の推進と公平な就業の提供 

（４）安全就業の徹底 

（５）普及啓発活動の実施 

（６）事務局体制の強化と運営基盤の強化 

 

２、実施計画 

（１）第３期事業推進５カ年計画の推進 

  １、事業推進５カ年計画に基づき計画を実行するために、毎月１回理事会を開催し専門

部会や委員会等の情報を共有して推進して参りました。（表１－１） 

  ２、事業推進５カ年計画による目標値を達成することは出来ませんでした。（表１－２） 

（表１－１）   

理事会 開催日 協議事項 

第 １回 ４月２５日（火） １）正会員入会の承認について 

２）賛助会員入会の承認について 

３）入会申込書等の見直しについて 

４）役員の選任に関することについて 

第 ２回 ５月２３日（火） １） 正会員入会の承認について 

２） 令和４年度収支補正予算の承認について 

３） 令和４年度事業報告の承認について 

４） 令和４年度収支決算の承認について 

５） 第５０回定時総会について 

第 ３回 ６月２３日（金） １） 三役の選定について 

２） 正会員入会の承認について 

第 ４回 ７月２７日（木） １） 正会員入会の承認について 

２） 令和５年度「役員・事務局長経験交流研修」 

の開催について 

３） 令和５年度「監事研修」の開催について 

４） 駅前自転車駐車場管理業務について 

第 ５回 ８月２９日（火） １） 正会員入会の承認について 

２） 賛助会員入会の承認について 

３） 理事・事業部会による企業訪問の実施につ 

いて 

４） 就業機会開拓創出員の募集について 

５） 駅前自転車駐車場管理業務について 

第 ６回 ９月２６日（火） １） 正会員入会の承認について 

２） 令和６年度受注業務の事務費率について 

３） 就業適正化に関する諮問について 



第 ７回 １０月３０日（月） １） 正会員入会の承認について 

２） 就業適正化に関する答申について 

第 ８回 １１月２７日（月） １） 正会員入会の承認について 

２） 職員給与規程の一部改正について 

第 ９回 １２月２２日（金） １） 正会員入会の承認について 

２） ポイント制度設置要綱について 

３） 就業の基準に関する要綱の一部改正につ 

いて 

第１０回 １月２９日（月） １） 正会員入会の承認について 

２） 令和６年度「役員・事務局長合同研修会」 

の開催について 

３） 役員賠償責任保険の加入について 

４） 機械除草作業の受注制限について 

５） ポイント制度設置要綱について 

第１１回 ２月２６日（月） １） 正会員入会の承認について 

２） 契約方法の見直しについて 

３） 就業規則及び職員退職支給規程等の見直 

しについて 

第１２回 ３月２５日（月） １） 正会員入会の承認について 

２） 理事の利益相反取引に関する承認につい 

 て 

３） 職員退職手当支給規程の制定について 

４） 特定費用準備資金等取扱規則の一部改正 

について 

５） 令和６年度事業報告の承認について 

６） 令和６年度収支予算の承認について 

 

（表１－２） 

項 目 目 標 値 実   績 達 成 率 

正会員数 ５１７人  ４２５人  ８２．２％ 

就業率※ ９０％  ９４％  １０４．４％ 

就業延べ人員 ６４，２４０人日 ５６，０３１人日 ８７．２％ 

受注件数 １，６４２件  １，３５３件  ８２．４％ 

契約金額 ２３０，４００千円 ２２１，８６０千円 ９６．３％ 

  ※（請負業務の実人員＋（派遣業務の実人員−請負業務兼務実人員）÷年度末会員数 

       ３８５名 ＋（  ２７  名 −   １２  名 ）÷ ４２５名  

 

（２）会員の増強と退会抑制 

 １、毎月１回、入会希望者説明会に８９名の出席があり、また旭地区の一部地域を対象と



した出前説明会を２回開催したところ１１名の出席がありました。その内５９名（入会

率：５９．０）が入会されました。 

 ２、退会を希望される正会員については、事務局窓口で退会理由などを確認し、希望職種

の転換や仕事情報の提供及び、賛助会員への移行に取り組みました。 

 

（３）適正就業の推進と公平な就業の提供 

  １、適正就業ガイドラインを全入会会員に配布し、また派遣業務の獲得に取り組み適正就

業を推進しました。（表３－１） 

  ２、受注獲得に向け、理事と事業部会による企業訪問を実施しました。 

  ３、仕事情報を掲載した事務局だよりを全会員に発行し、またホームページに仕事情報を

掲載し公平な就業機会の提供に取り組みました。 

  ４、慢性的な人員不足を解消できるよう就業の基準の要綱の運用部分について一部改正を

行いました。また就業の基準に関する要綱により就業面接会を開催し、ワークシェアリ

ングに取り組みました。（表３－２） 

  ５、独自事業を実施しました。（表３－３） 

  ６、有料職業紹介責任者講習会を受講し、新たに１名を配置し体制を整備しました。 

 （表３－１）   

派遣先 就業会員 就業延べ人員 事業実績 

環境センター １１人 ７４０人日 ２，７２２，９４０円 

第１保育所 ３人 ２４０人日 １，６２８，８８０円 

第２保育所 ２人 ２４２人日 １，６４２，４５４円 

民間業務 １１人 １，３１２人日 ９，２０８，７４５円 

合 計 ２７人 ２，５３４人日 １５，２０３，０１９円 

 

 （表３－２）   

項 目 開催数 参加人数 就業人数（交替含む） 

就業面接会 ５回 ４５人 １８人 

未就業相談会 １１回 ２人 ２人 

合 計 １６回 ４７人 ２０人 

 

 （表３－３）   

事 業 回 数 就業延べ人員 契約金 

パソコン教室 ６回 ２３人日 ３３，３００円 

野菜販売事業 １４回 ５３人日 ６１２，１００円 

包丁研ぎ事業 １回 ２人日 ５，９５０円 

合 計 ２１回 ７８人日 ６５１，３５０円 

 

（４）安全就業の徹底 

  １、安全管理委員会による就業先の巡回指導を延べ４回実施し、また除草や植木剪定な

どの屋外作業については新たに「作業中」のぼり旗を購入、設置し周囲への安全配慮



に取り組みました。 

  ２、安全指導員研修を安全管理委員会が受講し、事故防止策の研究と研鑽に取り組みま

した。 

３、安全就業スローガンを会員及び市民を対象に募集し、次の通り決定しました。 

   『作業前 みんなで点検 事故は無し』 

  ４、会員の健康維持、増進と交通事故防止を目的とした「健康体操事業」と「交通安全

講習会」を開催しました。 

 

（５）普及啓発活動の実施 

１、広報誌「シルバーよしかわ」を年２回に発行し市内全戸配布しました。 

２、第２回シルバー人材センターまつりを開催し、ＰＲに取り組みました。 

３、あいあい傘事業、清掃ボランティア活動及び通学路見守り活動を実施しました。 

（表５－１） 

４、携帯会社と連携しスマホ教室を開催し、また当センターのインスタグラムを立ち上

げ啓発活動に取り組みました。 

 （表５－１）   

内 容 回 数 延べ人員 備考 

あいあい傘事業 １３６回 １３６人日  

慰問活動 １３回 １８人日  

ふれあい広場 ２回 ７人日  

清掃ボランティア活動 ６回 ８０人日  

通学路見守り活動 １１回 ８５人日  

合 計 １６８回 ３２６人日  

 

（６）事務局体制の強化と運営基盤の強化 

   事務局体制の強化と運営基盤の強化を目的として次の通り取り組みました。 

１、 令和５年１０月に導入された適格請求書等保存方式（インボイス制度）による支出 

経費増の対策をまとめ、また会員向けに制度の説明を行い、さらに運営財源が確保で 

きるよう収入面の改良に取り組みました。 

２、 フリーランス新法の施行を見据え、適切に対応できるよう情報収集等に取り組みま 

した。 

３、 組織の安定的、継続的な運営を目的として職員の福利厚生の充実に取り組みました。 

４、 増加する事務量に適切に対応できるよう事務分担など職員体制を見直しました。 

５、 役職員は各種研修会に出席し、派遣業務などの適切な運営と受注強化に向け研鑽を 

 深めました。 


